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開会 午前 ９時００分 

 

○議長（増田剛士君） 本日ここに令和２年第２回吉田町議会臨時会が招集されました。議員

各位には御出席をいただき、ありがとうございます。 

  本臨時会に提出される諸議案につきましては後刻町長から説明がありますが、議員各位に

おかれましては円滑に議事を進められ、適正、妥当な議決に達せられますよう、最後まで慎

重なる御審議をお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎町長挨拶 

○議長（増田剛士君） 開会に当たり、町長より御挨拶をお願いいたします。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 議員の皆様には３月議会の終わったばかりでお疲れのことと思います

けれども、このような形で補正予算を提出いたしますので、よろしく御審議のほどお願いい

たします。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎開会の宣告 

○議長（増田剛士君） ありがとうございました。 

  ただいまの出席議員数は 13 名であります。ただいまから、令和２年第２回吉田町議会臨

時会を開会いたします。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（増田剛士君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  なお、本臨時会へ説明員として委任または嘱託され、出席する者の職、氏名を一覧表とし

てお手元に配付しておきましたので、御了承願います。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（増田剛士君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第 120 条の規定により、３番、盛 純一郎君、４番、中田博

之君を指名いたします。 
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────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（増田剛士君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りします。 

  本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  本臨時会の会期は、本日１日限りとすることに決定いたしました。 

  なお、会議予定につきましては、お手元に配付の会期及び審議予定表のとおりであります

ので、御了承願います。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２５号～議案第３０号の一括上程、説明 

○議長（増田剛士君） 続いて、会議規則第 35 条の規定により、日程第３、第 25 号議案から

日程第８、第 30 号議案までの６議案を一括議題といたします。 

  町長からの提案理由の説明を求めます。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） マスクをしたままの発言は非礼だとは思いますけれども、議長からの

申入れでございますので、このままさせていただきます。 

  令和２年第２回吉田町議会臨時会に上程をいたします議案の概要につきまして、御説明申

し上げます。 

  今回、上程いたします議案は、専決処分事項の承認について５件、補正予算について１件

の合計６件でございます。 

  それでは、各議案の概要につきまして御説明申し上げます。 

  第 25 号議案は、専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例）でございます。 

  本議案は、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令の一部を改正する政令が

それぞれ令和２年３月 31 日に公布されたことに伴いまして、同日に、地方自治法第 179 条

第１項の規定により専決処分をしましたので、同条第３項の規定により御報告させていただ

き、御承認をお願いするものでございます。 

  主な改正点としましては、国民健康保険税の基礎課税額及び介護納付金課税額にかかる賦

課限度額を引き上げること及び軽減判定所得の算定方法において、５割減額、２割減額の判

定所得で、被保険者数に乗ずる金額を引き上げることなどの所要の改正を行うものでござい

ます。 

  第 26 号議案は、専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町消防団員等公務災害

補償条例の一部を改正する条例）でございます。 
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  本議案は、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令が

令和２年３月 27 日に公布されことに伴いまして、令和２年３月 31 日に地方自治法第 179 条

第１項の規定により専決処分しましたので、同条第３項の規定により御報告させていただ

き、御承認をお願いするものでございます。 

  主な改正点としましては、非常勤消防団員等の公務上の損害における補償基礎額を引き上

げることなどにつきまして、政令の改正に準じた所要の改正を行うものでございます。 

  第 27 号議案は、専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町税条例等の一部を改

正する条例）でございます。 

  本議案は、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令及び

地方税法施行規則の一部を改正する省令が令和２年３月 31 日にそれぞれ公布されたことに

伴いまして、同日に、地方自治法第 179 条第１項の規定により専決処分をしましたので、同

条第３項の規定により御報告させていただき、御承認をお願いするものでございます。 

  主な改正点としましては、所有者不明土地等に係る固定資産税の課税上の問題への対応に

伴う規定を整備することなど、地方税法等の一部改正に伴う項番号の整理や元号の改正と併

せて所要の改正を行うものでございます。 

  第 28 号議案は、専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町都市計画税条例の一

部を改正する条例）でございます。 

  本議案は、第 27 号議案と同様に、地方税法等の一部を改正する法律などが令和２年３月

31 日に公布されたことに伴いまして、同日に、地方自治法第 179 条第１項の規定により専

決処分しましたので、同条第３項の規定により御報告させていただき、御承認をお願いする

ものでございます。 

  主な改正点としましては、地方税法等の一部が改正されたことに伴い、同条例で引用する

項番号の整理及び元号の改正に対応するなどの所要の改正を行うものでございます。 

  第 29 号議案は、専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町介護保険条例の一部

を改正する条例）でございます。 

  本議案は、介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改

正する政令が令和２年３月 30 日に公布されたことに伴いまして、令和２年３月 31 日に地方

自治法第 179 条第１項の規定により専決処分しましたので、同条第３項の規定により御報告

をさせていただき、御承認をお願いするものでございます。 

  主な改正点としましては、所得段階の第１段階から第３段階までの被保険者に対する保険

料につきまして、軽減した保険料率を適用するなどの所要の改正を行うものでございます。 

  第 30 号議案は、令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１号）についてでございます。 

  本議案は、令和２年度の吉田町一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,590 万

4,000 円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ 116 億 4,390 万 4,000 円とする補正予算をお

認めいただこうとするものでございます。 

  以上が、上程をいたします６議案の概要でございます。 

  各議案の詳細につきましては、担当課長から御説明申し上げます。 

  それでは、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田剛士君） 町長からの提案理由の説明が終わりました。 

  続いて、各担当課長から詳細なる説明を順次お願いします。 
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  初めに、防災課長お願いします。 

  防災課長、栁原真也君。 

〔防災課長 栁原真也君登壇〕 

○防災課長（栁原真也君） 防災課でございます。 

  防災課からは、第 26 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町消防団

員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）を御説明申し上げます。 

  本議案は、令和元年 11 月に改正されました一般職の職員の給与に関する法律などの改正

内容を踏まえまして、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正す

る政令が令和２年３月 27 日に公布され、同年４月１日に施行されましたことに伴い、吉田

町消防団員等公務災害補償条例を地方自治法第 179 条第１項の規定により専決処分いたしま

したので、同条第３項の規定により御承認をお願いするものでございます。 

  それでは、改正内容につきまして御説明を申し上げます。 

  議案書の４ページから６ページとなりますが、参考資料ナンバー２の新旧対照表に沿っ

て、御説明を申し上げます。 

  新旧対照表の１ページを御覧ください。 

  吉田町消防団員等公務災害補償条例第５条第２項第１号につきまして、「死亡若しくは負

傷の原因である事故が発生した日又は診断により死亡の原因である疾病の発生が確定した日

若しくは診断により疾病の発生が確定した日に」の「日に」を、「日（以下「事故発生日」

という。）」に改め、同様の記述がある箇所を「事故発生日」に改めるものでございます。 

  同項第２号につきまして、消防作業従事者や救急業務協力者などの消防作業従事者等に係

る補償基礎額の最低額を 8,800 円から 8,900 円に改めるものでございます。 

  新旧対照表の２ページを御覧ください。 

  ２ページから４ページにかけてでございます。 

  附則第３条の４第５項第２号及び第６項並びに第４条第７項第２号及び第８項につきまし

て、障害補償年金前払一時金等が支給された場合における障害補償年金等の支給停止期間等

の算定に用いる利率を、「100 分の５」から「事故発生日における法定利率」に改めたもの

でございます。 

  新旧対照表の４ページを御覧ください。 

  別表第５条の非常勤消防団員に係る補償基礎額の表につきまして、階級が団長及び副団長

で勤務年数が 10 年未満の補償基礎額を１万 2,400 円から１万 2,440 円に、10 年以上 20 年

未満の補償基礎額を１万 3,300 円から１万 3,320 円に改め、階級が本部長、分団長及び副分

団長で勤務年数が 10 年未満の補償基礎額を１万 600 円から１万 670 円に、10 年以上 20 年

未満の補償基礎額を１万 1,500 円から１万 1,550 円に、20 年以上の補償基礎額を１万 2,400

円から１万 2,440 円に改め、階級が部長、班長及び団員で勤務年数が 10 年未満の補償基礎

額を 8,800 円から 8,900 円に、10 年以上 20 年未満の補償基礎額を 9,700 円から 9,790 円

に、20 年以上の補償基礎額を１万 600 円から１万円 670 円に改めるものでございます。 

  次に、新旧対照表の５ページを御覧ください。 

  施行期日、経過措置でございます。 

  この条例は、令和２年４月１日から施行することとし、経過措置として、改正後の吉田町

消防団員等公務災害補償条例第５条第２項及び別表の規定は、この条例の施行の日以後に支
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給すべき事由の生じた吉田町消防団員等公務災害補償条例第５条第１項に規定する損害補償

並びに同日前に支給する事由の生じた同日以後の期間に係る同条例第４条第３号に規定する

傷病補償年金、同条第４号アに規定する障害補償年金及び同条例第６号アに規定する遺族補

償年金につきまして適用し、同日前に支給すべき事由の生じた損害補償及び同日前に支給す

べき事由の生じた同日前の期間に係る傷病補償年金等につきましては、なお従前の例による

こととするものでございます。 

  以上が、第 26 号議案についての説明でございます。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（増田剛士君） 続きまして、企画課長お願いします。 

  企画課長、矢澤智秀君。 

〔企画課長 矢澤智秀君登壇〕 

○企画課長（谷澤智秀君） 企画課でございます。 

  企画課からは、第 30 号議案 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１号）について、

御説明申し上げます。 

  別冊の補正予算書、令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１号）の１ページを御覧くだ

さい。 

  まず、第１条でございます。 

  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1,590 万 4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ 116 億 4,390 万 4,000 円とするものでございます。 

  また、第２項にございますとおり、款項区分ごとの補正額、補正後の歳入歳出予算額につ

きましては、２ページの第１表、歳入歳出予算補正のとおり、お認めいただこうとするもの

でございます。 

  以上が、今回の補正予算の内容でございますが、今回の補正予算は、新型コロナウイルス

の感染拡大に対応する緊急対策に係る予算を計上するものでございます。 

  それでは、引き続き、その詳細を別冊の説明書に沿って御説明いたします。 

  令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１号）に関する説明書の３ページを御覧くださ

い。 

  まず初めに、歳入の 15 款県支出金でございます。63 万 2,000 円の増額でございます。 

  ２項７目消防費県補助金におきまして、地震・津波対策等減災交付金を 63 万 2,000 円増

額するもので、これは歳出の４款１項保健衛生費に計上しております感染症予防費に充当す

るものでございます。なお、補助交付率は、事業費の３分の１でございます。 

  続きまして、18 款繰入金でございます。1,527 万 2,000 円の増額でございます。 

  これは、２項１目基金繰入金におきまして、今回の補正予算の歳入不足額を補うための繰

入金でございまして、財政調整基金から 1,527 万 2,000 円を繰り入れさせていただくもので

ございます。なお、これによりまして、令和２年度末におけます財政調整基金残高の見込額

は９億 8,315 万 7,000 円となります。 

  以上が、歳入でございます。 

  次に、歳出について御説明申し上げます。 

  ４ページを御覧ください。 

  ４款衛生費でございます。190 万 4,000 円の増額でございます。 
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  これは、１項２目予防費におきまして、新型コロナウイルス感染症対策の経費として、マ

スクや消毒液等に係る特定消耗品費を 190 万 4,000 円増額するものでございます。 

  続きまして、７款商工費でございます。1,400 万円の増額でございます。 

  これは、１項２目商工業振興費におきまして、新型コロナウイルスの感染拡大により経営

に影響を受けております中小企業を支援するため、県の制度融資に協調した利子補給とし

て、経済変動対策貸付資金利子助成金 1,400 万円を計上するものでございます。 

  以上が、第 30 号議案 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１号）についての内容で

ございます。 

  御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田剛士君） 続きまして、税務課長お願いします。 

  税務課長、大石剛久君。 

〔税務課長 大石剛久君登壇〕 

○税務課長（大石剛久君） 税務課でございます。 

  本議会に上程いたしました第 27 号議案、第 28 号議案について、御説明申し上げます。 

  第 27 号議案、第 28 号議案は、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一

部を改正する政令等が令和２年３月 31 日に公布され、原則として、同年４月１日から施行

されることとされたことに伴い、第 27 号議案 吉田町税条例等の一部を改正する条例、第

28 号議案 吉田町都市計画税条例の一部を改正する条例を地方自治法第 179 条第１項の規

定により専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により御承認をお願いするものでご

ざいます。 

  初めに、第 27 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町税条例等の一

部を改正する条例）から御説明申し上げます。 

  提出議案の７ページから 15 ページまでと、参考資料ナンバー３を御覧ください。 

  今回の改正の主なものは、未婚の独り親に対する税制上の措置及び寡婦控除の見直し及び

所有者不明土地等に係る固定資産税の課税上の課題に対応するため、現に所有しているもの

の申告の制度化、使用者を所有者とみなす制度の拡大でございます。 

  参考資料により御説明申し上げます。 

  参考資料ナンバー３の１ページを御覧ください。 

  第１条、吉田町税条例の一部改正でございます。 

  第 36 条の３の２の改正は、個人の町民税に係る給与所得者について。 

  第 36 条の３の３の改正は、公的年金等受給者について、単身児童扶養者に該当する場合

においては扶養親族申告書にその旨の記載が不要とされたことに伴い、削除するものでござ

います。 

  ２ページを御覧ください。 

  第 48 条は、地方税法改正に合わせて改正するもので、項ずれによるものでございます。 

  第 54 条は、所有者不明の土地等に係る固定資産税について措置するもので、地方自治体

が調査を尽くしても所有者が１人も明らかにならない場合、事前に使用者に通知した上で、

使用者を所有者とみなして固定資産課税台帳に登録し、固定資産税を課すことができるよう

に規定するものでございます。 

  ５ページを御覧ください。 
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  第 61 条、第 61 条の２の改正は、地方税法改正に合わせて改正するもので、項ずれによる

ものでございます。 

  ６ページを御覧ください。 

  第 74 条の３の改正は、土地または家屋について登記簿等に所有者として登記等がされて

いる個人が死亡している場合、当該土地または家屋を現に所有している者に当該所有者の氏

名、住所等、賦課徴収に必要な事項を申告させることができることとするものでございま

す。 

  次に、第 75 条は、第 74 条の３の規定により申告すべき者が申告しなかった場合の過料を

定めるものでございます。 

  ７ページを御覧ください。 

  第 96 条は、たばこ税の課税免除の適用に当たって、必要な手続きの簡素化を図ることと

されたことに伴い改正するものでございます。 

  第 98 条の改正は、第 96 条の改正に伴う項ずれによるものでございます。 

  ８ページを御覧ください。 

  第 131 条は、第 54 条の改正に伴う項ずれに伴う改正するものでございます。 

  ９ページを御覧ください。 

  附則第６条から第８条は、改元に伴い元号を整理するものでございます。 

  10 ページを御覧ください。 

  附則第 10 条は、軽微な文言の改正でございます。 

  附則第 10 条の２は、固定資産税の特例措置に係るもので、地方税法の改正に伴い第 12 項

に規定してありました特定水力発電設備について法附則第 15 条第 30 項第２号ハとして第

15 項に規定するもので、第 23 項は、水防法の規定により指定された浸水被害軽減地区内に

ある土地についての課税標準を定めるものでございます。また、法改正に伴う項ずれによる

改正も行っております。 

  12 ページから 18 ページにかけての附則第 11 条から第 22 条までは、改元に伴う元号の改

正でございます。 

  18 ページを御覧ください。 

  第２条、吉田町税条例等の一部を改正する条例の一部改正でございます。 

  第２条の改正は、単身児童扶養者を個人の町民税の非課税措置の対象に加える改正規定を

削除することに伴い措置したものでございます。 

  附則第１条及び第３条につきましては、第２条の改正に伴う所要の措置でございます。 

  19 ページ、附則でございます。 

  第１条において、本条例は地方税法の施行期日に合わせ、施行日を令和２年４月１日とし

ております。 

  第２条において、町民税に関する経過措置について、第３条において、固定資産税に関す

る経過措置について定めております。 

  20 ページから 22 ページにかけての第４条から第７条までの吉田町税条例等の一部を改正

する条例の一部改正につきましては、23 ページから 33 ページにありますとおり、改元に伴

い元号を整理するものでございます。 
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  続きまして、第 28 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町都市計画

税条例の一部を改正する条例）について御説明申し上げます。 

  提出議案 16 ページから 19 ページ及び参考資料ナンバー４を御覧ください。 

  参考資料により御説明を申し上げます。 

  １ページを御覧ください。 

  第２条の改正は、都市計画税の課税客体等に係る法律改正に伴う措置でございます。 

  附則第２項、第３項は、地方税法の改正に伴う項ずれによる改正でございます。 

  ２ページを御覧ください。 

  第４項は、水防法に規定する浸水被害軽減区域の指定を受けた土地に係る課税標準の特例

措置を規定するものでございます。 

  ２ページから５ページの第６項から第 16 項までは、改元に伴う元号の改正、軽微な文言

の改正及び地方税法の改正に伴う項ずれによる改正でございます。 

  ５ページの附則第１項は、施行日を地方税法等の施行期日に合わせ、令和２年４月１日と

定めるものでございます。 

  第２項では、経過措置を定めてございます。 

  以上、今回の議会臨時会に上程いたしました議案２件につきまして御説明申し上げまし

た。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（増田剛士君） 続きまして、町民課長お願いします。 

  町民課長、門田万里子君。 

〔町民課長 門田万里子君登壇〕 

○町民課長（門田万里子君） 町民課でございます。 

  町民課からは、第 25 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例）につきまして御説明申し上げます。 

  議案書の１ページ、２ページを御覧いただきたいと存じます。 

  本議案は、令和２年度の税制改正により、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法

施行令の一部を改正する政令が令和２年３月 31 日に公布され、令和２年４月１日から施行

するとされたことから、吉田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を地方自治法第

179 条第１項の規定に基づき専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定によ

り、御報告をさせていただき、併せて御承認をお願いするものでございます。 

  それでは、議案書の３ページと参考資料ナンバー１の新旧対照表を合わせて御覧いただき

たいと存じます。 

  今回の改正内容でございますが、まず、第２条におきまして、中間所得層の負担に配慮

し、より負担能力に応じた負担とする観点から第２項の基礎課税額の賦課限度額を 61 万円

から 63 万円に、同条第４項の介護納付金課税額の賦課限度額を 16 万円から 17 万円にそれ

ぞれ引上げたものでございます。 

  続きまして、第 23 条において、さきの第２条第２項及び第４項の改正に合わせ、基礎課

税額の賦課限度額を 61 万円から 63 万円に、介護納付金課税額の賦課限度額を 16 万円から

17 万円に改めるとともに、低所得者層の負担を軽減するために講じられております軽減措

置につきまして、同項第２号の５割軽減の判定所得の算定におきまして、被保険者の数に乗
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ずべき金額を 28 万円から 28 万 5,000 円に、また同項第３号の２割軽減におきましては 51

万円から 52 万円にそれぞれ引上げ、軽減対象を拡大するものでございます。 

  また、附則によりこの条例の施行期日を令和２年４月１日と定めるとともに、この規定は

令和２年度以後に適用し、令和元年度分までの国民健康保険税については、従前の例による

ことと適用区分を定めたものでございます。 

  以上が、令和２年３月 31 日に専決処分をさせていただきました吉田町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例の内容でございます。 

  御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田剛士君） 続きまして、福祉課長お願いします。 

  福祉課長、杉田香織君。 

〔福祉課長 杉田香織君登壇〕 

○福祉課長（杉田香織君） 福祉課でございます。 

  福祉課からは、第 29 号議案につきまして御説明申し上げます。 

  議案書の 20 ページから 22 ページ、参考資料ナンバーは５を御覧ください。 

  第 29 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて（吉田町介護保険税条例の一部

を改正する条例）について御説明申し上げます。 

  本議案は、介護保険法の改正により消費税を活用して低所得者の介護保険料の軽減強化を

行う仕組みを設け、平成 27 年４月から一部実施されているところでございますが、さらに

令和元年 10 月に施行された消費税率 10％への引上げに合わせて、さらなる介護保険料の軽

減強化を行っているところ、令和２年４月からの消費税率 10％引上げの満年度化に伴い、

保険料軽減の完全実施となる介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する

政令の一部を改正する政令が令和２年３月 30 日に公布され、同年４月１日より施行される

こととなりました。 

  これらの改正を踏まえ、吉田町介護保険条例の一部を改正する条例を地方自治法第 179 条

第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により御承認をお願いす

るものでございます。 

  改正の内容といたしましては、所得段階の第１段階、第２段階、第３段階である被保険者

の保険料率をそれぞれ引下げ、低所得者への保険料軽減の強化を図るものでございます。 

  参考資料ナンバー５を御覧ください。 

  介護保険法施行令改正により低所得者の第１号保険料が見直されたことに伴い、第２条第

１項の「平成 32 年度まで」を「令和２年度まで」に改め、第２項から第４項の「平成 31 年

度及び 32 年度の各年度」を「令和２年度」に改め、第２項において第１段階の保険料を２

万 1,600 円から１万 7,280 円に改め、第３項において第２段階の保険料を３万 6,000 円から

２万 8,800 円に改め、さらに第４項において第３段階の保険料を 4 万 1,760 円から４万 320

円とするものでございます。 

  次に、附則でございます。 

  第１条において、本条例は介護保険法の施行期日に合わせ、施行日を令和２年４月１日か

らとしております。 

  第２条におきまして、この条例の施行日以前に生じた保険料については、従前の例による

ことと規定しております。 
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  以上が、福祉課から提出いたしました第 29 号議案 専決処分事項の承認を求めることに

ついて（吉田町介護保険税条例の一部を改正する条例）についての内容でございます。 

  御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田剛士君） 以上で、上程議案の説明が終わりました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第２号の報告 

○議長（増田剛士君） 日程第９、法令に基づく報告を行います。 

  第２号報告 専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定するこ

とについて）報告を行います。 

  総務課長、久保田明美君。 

〔総務課長 久保田明美君登壇〕 

○総務課長（久保田明美君） 総務課でございます。 

  総務課からは、１件の報告事項につきまして御説明申し上げます。 

  第２号報告は、専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定する

ことについて）でございます。 

  議案書の 24 ページから 26 ページまでを御覧いただきたいと存じます。 

  本報告は、地方自治法第 180 条第１項の規定により専決処分した事項につきまして同条第

２項の規定に基づき、議会に御報告させていただくものでございます。 

  今般、御報告させていただく専決処分した事項は、交通事故及び道路瑕疵による損害賠償

の額を定めることに係る２事案でございます。 

  議案書の 25 ページを御覧ください。 

  １事案目は、本年３月 30 日に専決処分したものでございます。 

  相手方は御覧の方でございます。 

  事故の概要につきましては、令和元年９月 19 日、午前９時 30 分頃、吉田町住吉 230 番地

地先の町道下吉田線との十字路交差点に職員が運転していた町の公用自動車が進入する際、

前方不注意により右方向から直進してきた相手方の運転する軽自動車の正面に接触し、負傷

させたものでございます。 

  和解の内容でございますが、損害金額は 111 万 3,652 円、過失割合は町が 100％、相手方

が０％でございます。 

  損害賠償の額につきましては、111 万 3,652 円でございます。 

  続きまして、２事案目でございます。 

  議案書の 26 ページを御覧ください。 

  こちらも本年３月 30 日に専決処分したものでございます。 

  相手方は御覧の方でございます。 

  事故の概要としましては、令和元年 12 月 13 日、午後８時頃、吉田町大幡地内の町道大井

川右岸堤線を相手方車両が走行中、道路の陥没に落輪し、前後輪のタイヤとホイールを損傷

したものでございます。 
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  和解の内容としましては、損害金額は 29 万 3,837 円、過失割合は町が 50％、相手方が

50％でございます。 

  損害賠償の額でございますが、14 万 6,918 円でございます。 

  以上が、総務課からの報告事項１件の御説明でございます。 

○議長（増田剛士君） 報告が終わりました。 

  ここで暫時休憩といたします。 

  休憩中に全員協議会を開催いたしますので、議員及び当局の皆さんは第２会議室にお集ま

りください。 

  再開は全員協議会終了後といたします。 

 

休憩 午前 ９時４３分 

 

再開 午前１０時５７分 

 

○議長（増田剛士君） 休憩を閉じ、休憩前に続き、会議を再開いたします。 

  ただいまの出席議員数は 13 名です。 

  総務課長、久保田明美君。 

○総務課長（久保田明美君） 総務課でございます。 

  ただいま、私のほうから第２号報告の中で申し上げた内容について、訂正をお願いしたい

と思います。 

  議案書の 24 ページから専決処分事項の報告についてが載せてございます。25 ページの専

決処分書を御覧いただきたいと思いますけれども、こちらのほうの事故概要のところで、相

手方が運転するものが「軽自転車」となってございますけれども、「軽自動車」の誤りでし

たので、訂正のほうをよろしくお願いいたします。 

  申し訳ございませんでした。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２５号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第３、第 25 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑につきましては、数値や説明を受けた内容などについて、確認の質問とならないよ

う、お願いします。 

  また、発言は簡潔明瞭に審議する議題に関すること以外の質疑にまで至らないよう、御協

力をお願いします。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 
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  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

  討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２６号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第４、第 26 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

  討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２７号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第５、第 27 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町税条例等の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、山内 均君。 
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○９番（山内 均君） 先ほどの全協の中で、空き家とかその対策に対して把握は３件である

と、それとその中でこれから調査が開始しましたよ、開始した中でこれからやっていきま

す、その中で調査をどのような形で進めていって、その結果、どの辺から実際のこういう行

動というか、施策というか、それに持っていけるのか。当然どこかで予算措置をしなきゃい

かんのですけれども、そういうものに対して、ちょっとお聞きをしておきたい。要するに理

由は、私の仕事から見ていて思うのは、非常に危険な部分があちこちありますので、それを

起きる前に事前にカットしていただきたい。そういう意味でこれからの予定というか、それ

をどういう形で措置していくか、そのこれからのことがもし分かれば教えてもらいたいと思

いますけれども。 

○議長（増田剛士君） 税務課長、大石剛久君。 

○税務課長（大石剛久君） 税務課でございます。 

  議員の御質問でございますけれども、先ほど全員協議会で私が質問に対してちょっと答弁

させていただいたものにつきましては、空き家の件数というところではございませんで、こ

の条例に関わる所有者がいなくて町のほうが調査した結果、所有者が見当たらないと、そん

な中で、そうした調査をしても所有者が見当たらないというようなところの件数が３件とい

うところでございます。 

  現在、空き家に関しましては、はっきりした軒数はあれですれども、60 軒から 70 軒くら

いあるというようなことを承知しております。その中で、先ほど全協の中でも話をしたとお

り、現時点で担当課含めまして数課の中で空き家対策の会議を開催しまして、今始まったば

かりというようなところでございますので、今後、そうした空き家のところも確認をしなが

ら、自治会も含めて進めていくというところでございますので、まだ今後の細かいところの

内容というのは、またこの会議の中で進めていくというところで御理解をいただけないかと

思っております。 

  以上です。 

○議長（増田剛士君） ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） すみません、先ほどの３件に関しては、所有者不明ということです

ね。なんで所有者不明になるかというのは、よくあちこちで見ていくと分かると思うんです

けれども、要するにそういうものの危険性をできるだけ早く取っていただきたいということ

で、計画的には今、全く白紙ですよね、始めたばっかりだから。それをどういう形で、具体

的に持っているのかどうかというのを聞きたかったんです。要するに、その具体性はどうし

ても危険性を伴うものだから早く欲しいし、迅速にやらなきゃならんものだと思っています

ので、今質問させてもらいますけれども、今言った計画を持っていますけれども、その計画

をどういった形でスケジュール的に持っていくかというやつを、町のほうで考えていること

があればお聞きをしたいんですけれども。 

○議長（増田剛士君） 税務課長、大石剛久君。 

○税務課長（大石剛久君） 税務課でございます。 

  ただいまの議員の御質問につきましては、空き家に対しての危険の排除というようなとこ

ろだと思っております。 

  ただ、今回のこの条例に関しましては、こうした所有者がいなくても調査をした結果、ち

ょっとこう見当たらないということがあれば、使用者に対して課税することができるという
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ような税法上の改正であるというところでありますので、空き家の対策につきましては、ま

た所管課のほうを中心としまして、対策といいますかスケジュール限って進めていきたいと

いうふうに思っております。 

  以上です。 

○９番（山内 均君） 了解。 

○議長（増田剛士君） ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） これで質疑を終結します。 

  これから討論を行います。 

  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２８号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第６、第 28 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町都市計画税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり承認されました。 
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────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２９号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第７、第 29 号議案 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町介護保険条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３０号の質疑、討論、採決 

○議長（増田剛士君） 日程第８、第 30 号議案 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第１

号）についてを議題といたします。 

  これから、第 30 号議案についての質疑を行います。 

  質疑は最初に歳入全体についての質疑を行います。引き続き、歳出は款別に質疑を行いた

いと思います。 

  初めに、歳入全体についての質疑を行います。 

  質疑につきましては、数値や説明を受けた内容などについて、確認の質問とならないよ

う、また、発言は簡潔明瞭に審議する議題に関すること以外の質疑にまで至らないよう、御

協力をお願いします。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 

  次に、歳出に入ります。 

  ４款衛生費についての質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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  ４番、中田博之君。 

○４番（中田博之君） ４番、中田です。 

  衛生費に関してですけれども、先ほど備蓄用マスクについてお聞きしました。医療系や

小・中学校に配給ということでお伺いしたんですけれども、今後の状況によってはひどいこ

とにもなるかと思いますので、町民への配給の拡充のお考えはございますでしょうか。 

○議長（増田剛士君） 健康づくり課長、増田稔生子君。 

○健康づくり課長（増田稔生子君） 健康づくり課でございます。 

  現在、感染拡大を防ぐための優先順位をつけてマスクを放出をしておりますが、今後の状

況におきましては、全町民なのかあるいはまず感染を予防しなければならない方たちなの

か、そういったことは今後の状況次第で検討していきたいというふうに考えております。 

  限りあるものですので、それを有効に優先順位をつけて使用をしていただきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（増田剛士君） ４番、中田博之君。 

○４番（中田博之君） 優先順位をつけて必要な人に配布するということは分かります。です

が、今、マスクがない状況で、昨日もウエルシアに大変多くの人が集まってマスクを求めて

いたのが見受けられたので、そういうところで感染が広がらないかというのも、私は心配も

ありましたので、優先順位をつけて町民の皆様全員にも配れるぐらいのお考えであればいい

なと僕は思うんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（増田剛士君） 健康づくり課長、増田稔生子君。 

○健康づくり課長（増田稔生子君） 健康づくり課でございます。 

  まず、感染をうつさない、かからないというところを考えますと、それぞれ個人個人、一

番有効なのが手洗いということで、町民の皆さんにもそこの部分につきましては、意識を強

く持っていただくように、まずはそこのところをお願いしたいというふうに考えています。

マスクを過信することによって、マスクをつけていさえすれば感染しないということではご

ざいませんし、間違ったつけ方といいますか、やはりそれをつけたことによって、完全に感

染しないということで行動を起こしていただいても、そこについても対策としては十分では

ないというふうに考えておりますので、全て町民の方に放出をしてしまいますと、備蓄がな

くなるという状況も今後、どういった想定が考えられるかということで、ここでまた新たな

災害等起こったときには、もっと感染を防止しなければいけない場所というものが出てきま

す。 

  現在は、各個人が家庭の中のおいてできること、出かけるときにおいてできること、帰宅

したらどういうことをしたらいいかというところを、まず皆さんにお願いをしましてという

ことを町の対応方針の中でも考えております。 

  それから、医療機関に受診をする際にも、もしマスクがお持ちじゃなかったら、医療機関

でも配布していただくように、そういった形で医療機関にもマスクを配布をさせていただい

ておりますので、今後の状況次第でどういったふうにマスクを皆さんに使っていただくかと

いうことは、今後の状況次第、検討して、一番いい方法というものを考えながら行っていき

たいと思います。 
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  なかなか正解はございませんので、非常に今、まさにどんな対策を打っていけばいいのか

というものは、本当に考えながら今、進んでおりますので、その状況状況で必要な対策を打

っていきたいというふうに考えております。 

  いつになっても、手洗いと咳エチケットというのが、どの段階においても重要ということ

は、皆さんに重ねてお伝えをしていかなければなというふうに考えております。 

  以上です。 

○４番（中田博之君） 了解です。 

○議長（増田剛士君） ほかにございますか。 

  10 番、八木 栄君。 

○１０番（八木 栄君） 先ほど、全協で体温計の金額を伺いました。１台１万 5,000 円とい

うことで５台購入で、全部で 10 台になるよということで。一応、今のところは５台は総務

課のほうででしたっけ。健康づくり課のほうで管理でしたっけ。とにかく、10 台を先ほど

の話だと管理していて、貸し出すような形で人が集まるところに持っていって使っていただ

くだか、自分たちがどうチェックするだかということ、細かく聞かなかったですけれども。 

  そういうことで、一応、町内の公共施設かなりあると思うんですよ。それで使えないと

か、貸出しとか使用禁止になっているものもあるんだと思うんですけれども、先ほど放課後

児童クラブも町内には４か所ですか、５か所ですか、あるもんですから、そういうことを考

えると、保育園も数ありますし、そう思うとある程度そういう人が集まる施設ですか、そう

いうところには一つずつあったほうが、その都度、毎日持っていってそれでやるのかという

こともできないと思うもんで、もう少し台数を増やすほうが、それぞれの施設にあったほう

がいいんじゃないかと思いますが。 

  あくまでもこれは役場の中での台数が 10 台ということで、その例えば保育園とか学校と

か、そういう施設にはそれぞれ単独でこれを購入しているかどうか。自分はそういうところ

にはあったほうがいいと思うんで、もしこの 10 台しか町内にないよということであれば、

もう少し必要じゃないかなと思うんですけれども。金額的にも１万 5,000 円が高いか安いか

と、なかなかその辺も、どういうものか見てみないと単価的には分からないですけれども。

要は、もう少し公共施設に、それぞれ配備したほうがいいんじゃないのかなと思うんですけ

れども、その辺はいかがですか。 

○議長（増田剛士君） 総務課長、久保田明美君。 

○総務課長（久保田明美君） 総務課でございます。 

  庁舎内というか、公共施設というお話でしたので、私のほうからちょっとお答えさせてい

ただきますけれども。庁舎内で、会議とか人が集まる場合に貸出しをさせてもらうというこ

とで、健康づくり課から２台借りています。そして、当てていただいて、会議をやる前に測

っていただくように２台お借りしているんですけれども、今、庁舎内でこれからどうかまだ

分かりませんけれども、集まる機会が今までそうたくさんなかったので、一応２台貸出しを

お願いして、借りておりました。 

  現状ですね、ほかの施設というところもございますけれども、そこに集まるときには必ず

やっぱり自分たちで健康管理していただきたいというところで、熱があるかどうかというと

ころも意識していただく中、会場に行っていただきたいというところもありますので、今後
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その体温計を各施設に配備できるかどうかというのは分かりませんけれども、貸出用には今

借りているところは、そのように有効に使っていただきたいとは思っております。 

○議長（増田剛士君） 10 番、八木 栄君。 

○１０番（八木 栄君） 集まる個人が必ず測ってきたよという確認ができればいいですけれ

ども、それは確認をどうするんですかと聞くことはちょっとやぼなもんであれですけれども

ね。そういうこともあるもんで、できれば、まあ。 

  自分はもう少し金額を高いものだと思っていたんですけれども、金額がその、普通の体温

計といえば普通のデジタルのが 1,000 円そこそこであると思うんですけれども、それと比べ

ると高いのは高いですけれどもね。それでまあ、触らないで測ることができるということ

で、自分は仕事柄、自分は使ったこともあるんですよ、レーザーが出てね、温度がデジタル

で出てくるのが、自分は使ったことがあるんですけど。だもんで、やっぱりその何て言うん

ですかね、今、庁舎内のことだけを言っているような形で、あとは集まる人にお任せという

ことなもんで、それはちょっと違うんじゃないかなと自分は思うんですよ。 

  庁舎内もそれはそれで必要ですけれども、庁舎の外でも公共施設の所に集まる人に対して

は、できればそこに一つ配備して、それを集まる方がちゃんと測っていただく、もしかした

ら測ってくるの忘れたという人がいるかもしれないですよね、その人が熱があったら困るも

んですから、そういうことで、ぜひ、今５台というのしか見てないですけれども、この予算

はこの予算で５台でいいですよ。ですけれども、先ほどの話だと予備費があるよとかと、予

備費をもしかあれなら使えますよと副町長も言ってくれているものですからね。そういう中

で、できればもう少し数を多く、皆さんにこう何て言うのかな、常に危機感を持って使える

ような形でやっていただくほうがいいんじゃないかなと私、そう思うんですけど、その辺は

いかがでしょうか。 

○議長（増田剛士君） 総務課長、久保田明美君。 

○総務課長（久保田明美君） 総務課でございます。 

  役場庁舎内の話を先ほどさせていただきましたけれども、今、議員がおっしゃるように、

その場その場での対応については、今回、体温計をそのように配備していただけるので、そ

ういうところで貸出しをさせていただきながら、健康管理というか体温管理を徹底していく

という必要性はあるかと考えております。 

○議長（増田剛士君） 10 番、八木 栄君。 

○１０番（八木 栄君） あくまでも貸出しという言葉でしか今、聞いてないもんですから、

そうすると取りに来てって、使うところがある程度、その日のうちで、ある程度数が多かっ

たりなんだりした場合は足りなくなる可能性もなきにしもあらずということで、やっぱり何

て言うんですかね、この予算はこの予算でいいんですよ。ですけれども、先ほど予備費がう

んぬんと言ったもんですから、その辺でもう少し柔軟な対応である程度数を多くして、絶対

そういう、本当にそれが蔓延しちゃったら困るもんですから、そういうことでね。 

  庁舎の中だけが役場の職員じゃないんですよね、外にもあるもんですから。そういうこと

も考えますと、やはりそういうところには必要不可欠と言うんですか、そこまで言っちゃい

ますけれども、そういう形で配備していただきたいなと。これ、お願いになっちゃうことも

半分あるんですけれども、そういうことでいかがでしょうか。 

○議長（増田剛士君） 企画課長、谷澤智秀君。 
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○企画課長（谷澤智秀君） 企画課でございます。 

  先ほどの予備費等を今、予算の関係ということでありましたので、当課からちょっと答弁

させていただきたいと思います。 

  先ほど来、保育園というようなことで、特にたくさんのお子さんを預かるところ、またい

ろんな方が大勢の方が来られるようなところには、やはり配置というのも必要になってくる

であろうというふうに考えております。 

  そうした中で、まず、現行予算も各担当課にも特定消耗という形の中で、現行予算での対

応は可能なのかどうか、そうしたものと必要性も踏まえて、そうしたことの中で対応をさせ

ていただきたいなとふうに思っております。 

  また必要があれば、予備費等々もしながら行って、また貸出しも可能であれば、そうした

対応も併せて行っていくということで、現行の、現行予算を踏まえて対応していきたいとい

うふうに考えておりますので、そうしたことで御理解いただきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（増田剛士君） 八木 栄君。 

○１０番（八木 栄君） それぞれの施設で維持管理費というのがあるもんですから、そうい

う中でそれじゃ必要ならば、絶対必要だと思うもんで、その中でちゃんとしたことをしてい

ただくということで、今の答弁だとそういうことだと私は受け取ったもんで、それでよろし

いでしょうか。 

○議長（増田剛士君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） そういうことが必要になる事態が生じれば、当然そういうことになり

ますけれども、現在の段階においては単純な話、議員がおっしゃられたように幼稚園である

とか保育園であるとか。例えば保育園の場合、来る人はみんなこれやるとか、例えば小学

校、中学校、来る人みんなやるとか。だとしたら膨大な数になりますんで、それについては

そういうことが必要な事態になれば当然考える、そういうことです。 

○議長（増田剛士君） 10 番、八木 栄君。 

○１０番（八木 栄君） 生徒の数を、今、町長が話した生徒というか、園児の数が多いもん

ですから、一々やっているとすごい時間かかるというようなお話ですけどれも。生徒だけで

もなくて先生とか、保育士さんもいるもんですから、その方たちにも基本的には毎日そうい

う自分で健康管理をして、体温を測ったり何だりして、具合の悪い人はお休みしてください

というような形になっていると思いますけれどもね。ですけれども、そういう中でも先生方

とか保母さんとか、そういう方も、保育士ですか、やるに当たっては必要じゃないかなとい

うもんですから。 

  いざ本当に必要になってからって今、町長言ったですけれどもね。それじゃ遅いんじゃな

いかなと思う。その前にちゃんとした予防しとかにゃいかんかと思うもんですから。私は

今、こういうふうに補正予算で５台買うよっていう話があったもんですから、それじゃもう

少しやっていただければということで、ちょっとこの補正予算の議案に対して外れちゃうと

いうのは自分でも分かっていますけれどもね。そういう中でも今、企画課長から、そういう

ものは維持管理費の中にそういう金額があるから、それで対応してもらうよというふうに伺

ったもんで、ああそれじゃと自分は納得したんですけど、今、町長の発言にはちょっと納得
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できなくなってきたもんですから。一応、企画課長の言葉をいただいて、ここは了解として

おきます。 

○議長（増田剛士君） ほかにございますか。 

  ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） 山内です。 

  先ほどから出てきたらやりますよという議論をしていますけれども、私は、この体温計、

マスク全て含めて、何のために、誰のためにというところ、ちょっと考えてほしんですね。

ということは、やっぱり町長の言うとおり、すごい膨大な人をやりますよね。ただし、やっ

ぱり日本で失敗したのは、失敗とは言わないけれども、蔓延した一つの原因としては、水際

と言いながら、そのなかなか、例えば検査体制にしたって、すごい…… 

〔「この質問は申し訳ありませんが」の声あり〕 

○９番（山内 均君） 分かってるよ。いくから。 

  それだとどうしたってその体制、さっき言いましたけど、日本で３万が韓国で 30 万と、

検査がね。そのぐらい 10 倍違いをやってるわけですね。そういう意味では、これはその何

のために買ったかという、もうちょっと、それを買った以上、溜めておくんじゃなくて実行

してほしいと。実際それはそのために買ったんだと思うんですけれども、その辺はどうなん

ですか。今現在、使い方って、現在の使っていることは状況は、どういう状況で使っていま

すか。 

○議長（増田剛士君） 議員、今回の予算は備蓄のために購入するということで、全協のほう

でも答弁を得ていると思います。 

○９番（山内 均君） 答えない。 

○議長（増田剛士君） だから、備蓄のために今回買いましたよという答弁をいただいてて、

何のためにというはもうそこで出ていると思いますが。それでは御理解いただけないという

ことですか。 

  ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） それ購入って備蓄のためでいいんですか。備蓄のために買ったんです

か。そんなことないでしょう。 

〔発言する人あり〕 

○議長（増田剛士君） 健康づくり課長、増田稔生子君。 

○健康づくり課長（増田稔生子君） 健康づくり課でございます。 

  マスクにつきましては、この新型コロナウイルス感染症の対策が始まる前に町に備蓄して

いたマスクの枚数が 12 万枚ですので、そこは維持をしていきたいという。で、備蓄のため

ということになります。 

  あと、手指消毒剤については、備蓄も踏まえつつ使っていただいていくということ。それ

から、体温計につきましては、必要なところで使っていく、必要があれば、これ以上にもや

はり配備するように考えていかなければいけないというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（増田剛士君） ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） ちょっと文句言わせてもらいますけれども、これ感染症予防費ですよ

ね。感染症を予防するための費用ですよね、そうですよね。そうしたとき、一番身近で困っ
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ている大変な、多分、心配しているのは、静岡空港で 12 月から２月、止めるまでの間に、

毎日あれだけ来てたじゃないですか。そういうものが出てくるという前提で、私はこういう

ものは準備すると思っているんですね。やっぱり自分たちを守る、まずここから守る。そう

して守るためには何をするかということを、そのために買ったという意識というか、準備し

てくれれば、それでやれるわけですよね。 

  そういう意味で、吉田町では、そういう水際作戦のような形、大変ですよ、やるのは。で

も、それが感染を守るためだったら必要じゃないですか。そういうのってないですか。そう

いう予定というのはありませんか。これをどういう形で使っていくかというのをしっかり把

握していただきたいんですけれども。 

○議長（増田剛士君） 副町長、平井光夫君。 

○副町長（平井光夫君） 水際作戦ということですが、具体的にこの吉田町の出入りを全て水

際で防止するというようなことは、これだけ隣接、空港とも接している中で、現実的に水際

の対策というのはどのようなものが考えられるのか、私にはちょっと思いつかないんです

が、我々としては、そういった今、この状況の中で水際ということではなくて、町民一人一

人がそういう予防についての意識も高め、それで我々のほうも必要なものを備蓄していく

と、こういうことで感染予防を取ってまいりたいと、このように考えております。 

○議長（増田剛士君） ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） すみません、通じていなかったと思うんですけれども、水際というの

はたまたまそういう形で答えを出して、役所に来る人に対して、熱のね、それを測ることに

よって、もしあったら防止できるでしょう、私はそこを言いたいですね。少しでも回避する

ために、こういう準備をしてやるわけですから、ただ要請があったから持っていくとか、そ

んなんじゃなくて、やっぱりそのためにやる、要するに何のためにやるかということを考え

れば、ぜひそれをやっていただきたいし、吉田町ではそういう方向というふうに行く可能性

というのはないですか。 

○議長（増田剛士君） 副町長、平井光夫君。 

○副町長（平井光夫君） 吉田町の役場の出入りということでの水際という御質問ですね。先

ほども申しましたように、体温を測るということについては、町民一人一人の方がきちんと

やっていただくということで検温をさせていただいておりますし、ぜひともそれはやってい

きたいと思っております。 

  その上で、我々、もし体温が高いとか、そういうこともあれば仕事も休んでください、学

校も休んでくださいということはお願いしております。その上で、さらに役場に来られる方

について、一々チェックをするということについてまでは大変な事務量もかかりますし、町

民の方にも大変な御負担をいただき、いろんな混乱も生じますことから、今、現、この時点

では、我々としてはそこまでのことはやらなくても済むんではないかと。また、さらにステ

ージがちょっと変わってくれば、いろんなことを考えなきゃいけないかと思いますが、現時

点では、そこまで一人一人の体温を測るところまでやるということは考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（増田剛士君） ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） それは考え方の違いですね。 
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  一つだけ、現状を言っておきますと、うちの近くに住むお医者さんありますよね、千さ

ん、千内科ってあります。あそこは昔から車の中での診察です。車の中で診察をするんで

す。熱があるからです。ところが日本では熱を切ってないんです。町長も副町長も、多分そ

ういうのはいろんなことで分かっていると思いますけれども。大事なことだって。 

  それをやっぱり、見た、俺自身で。多分、加藤医院にもいっぱいいますよ、いると思いま

すよ。ドライブスルーというやつかね。 

  実際、起きてるもんですから、私は心配しているわけです。その心配に対して、子供たち

や孫たちを殺すわけにはいかん。病気にかからせるわけにはいかんから、そういうこと言う

んですけれども、ぜひその辺は考えてほしい、本当に考えてほしいということです。 

  それをやるやらないは別の話です。明らかにもうじき出てきます。完全に出てきます。そ

れは、いるはずです。その辺をぜひお願いをしたいと思いますので、何かありましたら。 

○議長（増田剛士君） 健康づくり課長、増田稔生子君。 

○健康づくり課長（増田稔生子君） 健康づくり課でございます。 

  町内の医療機関、それから、というお話でしたので、お答えをさせていただきたいと思い

ますけれども、各医療機関につきましては、やはり千内科クリニックさんは、完璧にトリア

ージを玄関で行っていて、ほかの医療機関はもうマスクを提供して、いろいろな方法を今取

って、それぞれの対応策を取っていただいております。 

  医療機関というのは、基本的に体調の悪い方がいらっしゃる、基本的に受診をしたい方が

いらっしゃるという現場になりますので、やはり対策は十分取っていただきたいということ

で、あとは医療機関にかかる、かかり方につきましても、今回の町の対応方針の中にも、町

民の皆様に、まずは電話をしてから受診をしてください等、医療機関を守るための対応方針

もうたってございます。 

  今、そういった町の診療所がどういった形で診療をすればいいのか、それから榛原総合病

院が、基幹病院としてどういうような体制を取ればいいのか、榛原病院も今、本気で考えて

おりますので、本日から受診の仕方というものを対策を講じた方法になっておりますので、

そういった医療機関は医療機関でやること、公共機関は公共施設でやること、やはり役割が

違うという部分もございますので、やはりそこの必要に応じた対策を打っていくということ

が必要かというふうに思っておりますので、今後も必要があれば、対策を講じていきたいと

いうふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（増田剛士君） ほかにございますか。 

  いかがですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） これで質疑を終結いたします。 

  次に、７款商工費についての質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  いかがですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 質疑なしと認めます。 
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  次に、本議案の質疑を終結したいと思いますが、まだ疑義があるようでしたら全般にわた

り、質疑を特に許しますがいかがでしょう。 

  ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） 先ほど、全協の中で今あの１か所、駄目だと言われた質問がね、報告

に対して。 

○議長（増田剛士君） それは、今回のこれ全く違いますので、それはできません。 

○９番（山内 均君） ちょっと待ってください。ちょっと待ってください。これね、報告、

先月我々がやったのが 100 万が限度だったでしょう。 

○議長（増田剛士君） 議員、やめていただけますか。 

  今の補正予算についての質疑なので。 

○９番（山内 均君） 全体じゃなくて、補正なんだ。 

○議長（増田剛士君） 補正の質疑ですよ、今やっているのは。御理解いただけましたか。 

  ほかにございますか。 

  ５番、平野 積君。 

○５番（平野 積君） 今回の歳出に関して、県からマスクとか感染予防に関しては県から補

助が出てると。利子補給に関しては、県が、国も関係していますが、県と歩調を合わせて利

子補給をしていくということですが、吉田町の基本的な考えとして、国や県の補助とか施策

が出たときに、それに合わせてやろうというのが基本的な姿勢なのか。それはそれに対応し

ていくけれども、吉田町独自で財政基金を使ってでも対策を打っていこうという意識はある

のか。そこをちょっとお伺いしておきたいんですけれども。 

○議長（増田剛士君） 副町長、平井光夫君。 

○副町長（平井光夫君） 今回お願いしているやつは、マスク等のものについては３分の１の

ものでございます。ただ、利子補給のほうは全くの単費でございます。そういった意味で

は、我々は国とか県の補助がないと何もやらないということではなくて、必要性を見て、町

単費でやる必要があれば、当然やると思います。ただ、もちろん、国とか県がそういった補

助制度なりを用意していれば、それを有効に活用するのは当然のことだと、このように考え

ております。 

○議長（増田剛士君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） これで質疑を終結いたします。 

  以上で、第 30 号議案についての質疑を終わります。 

  これから第 30 号議案について、討論を行います。 

  発言は許可の後、登壇して行うようお願いします。 

  反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） 討論なしと認めます。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（増田剛士君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎町長挨拶 

○議長（増田剛士君） 以上で、令和２年第２回吉田町議会臨時会の全ての日程が終了いたし

ました。 

  閉会に当たり、町長から御挨拶をいただきます。 

〔「議長、動議」の声あり〕 

○議長（増田剛士君） ９番、山内 均君。 

○９番（山内 均君） 先ほどのやつ…… 

○議長（増田剛士君） 動議の内容は何でしょうか。 

○９番（山内 均君） 報告について、間違ったところがあるんじゃないかと思ってちょっと

心配していますので、それを聞きたいんです。確認したいんです。 

○議長（増田剛士君） 今、山内議員のほうから動議の要求がありましたが、皆さん、これに

ついて許可をいただけるかどうかということで、許可できるという方、挙手をお願いしま

す。 

〔挙手なし〕 

○議長（増田剛士君） 挙手ゼロということで、動議を認めることはできないということでお

願いしたいと思います。 

  閉会に当たり、町長から御挨拶をいただきます。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 議員の皆さんから、本当に新型コロナの感染について、様々な真剣な

御意見をいただいて、本当にうれしく思っております。 

  二つございまして、一つは、今、非接触式でピッとやって、この人は熱がありますよ、例

えば役場に来る人たちにピッとやって、熱がありますよと。本当は、この人が熱があるとい

うのは、普通でいうと２週間前に感染したのが今出ているわけです。これだけでは、だから

基本的には感染の防止にはならないです。では、どうなるかというと、来た人に対して２週

間前にどちらにいましたかとか、そのことまで聞かなきゃならないと、非常に難しい問題が

生じてきます。だから、基本的にはそういうような問題については、やっていきますと排除

の論理が入ってきます。医療機関だと当然必要かもしれませんけれども、一般でやると、あ

なたは２週間前にどこにいましたか、そこまで聞かないと、これほとんど防止できないんで

すよね。そういう難しい問題もありますんで、その辺は常識的な線で考えていきたいと、こ

んなふうに思っています。 

  それから、平野議員の例の対策の問題で、先日、中部支援局の局長が吉田町に参りまし

て、企画課長も同席したんですけれども、いろんな問題がありますんで、県のほうとそうい

うちゃんとした場を設けて、今後、密接に連絡を取って、どういうふうなことがやっている

か、またどういうことが吉田町で起きている、どういった問題をやっていただいている、そ
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ういう場を設けてこれからいきますので、遺漏のないようにやってまいりたいと思っており

ます。 

  いろんな、今度の新型コロナウイルスの問題というは、単純な問題ではございませんの

で、それについて、ぜひとも議員の皆さんに、あるポイントだけを取り上げて話すというの

ではなくて、ある程度、全体的に物事を見ていただきたいと思っております。 

  御苦労さまでございました。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎議長挨拶 

○議長（増田剛士君） 本臨時会におきましては、予定された議事が終了し、無事閉会の運び

となりました。 

  これも、議員各位の終始、極めて真剣な御審議によるものと、心から厚く御礼申します。 

 

────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（増田剛士君） これで、令和２年第２回吉田町議会臨時会を閉会いたします。 

  御協力ありがとうございました。 

 

閉会 午前１１時４２分 

 

 


